























ル ・ロンダーネ露岩域に向け出発 し,約40日間に渡 って

























海の最終段階に入る,ま ず,ブ ライ ド湾内での海洋物
理 ・化学 ・生物 ・海底地形等の観測が行われ,次 いで
「しらせ」は今次隊より,は じめて南極大陸沿岸沿いの
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た御協力,厚情に対 して深 く感謝の意を表 したい,同時
に第29次隊の準備 を通 じて,南極観測隊を取 りまく社会









学者3名 を含む)及 び派遣交換科学者1名が次のとお り
決定した.
第29次南極地域観測隊員名簿
O越 冬 隊 昭 和62年10月1日現 在
担 当 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 渡辺 興亜 14.5.11 国立極地研究所研究系(文 部教官教授) 京 都 府 第11次越 冬 隊,
第15次越冬隊
副 隊 長 *矢内 桂三 16,7.25 国立極地研究所資料系(文 部教官助教授) 宮 城 県 ∫第9次越冬隊,第
15次越 冬 隊,第20
次越冬隊,外 国基




気 象 松原 廣司 22.8.10 気象庁観 則部南極観測事務室(運 輸技官) 群 馬 県 第21次越冬隊
i, 土井 元久 30.2.1 気象庁観 則部南極観測事務室(運 輸技官) 愛 知 県
〃 上窪 哲郎 34.2.14 気象庁観 則部南極観預り事務室(運 輸才支管) 鹿児 島県
〃 岡田 憲治 32.6.17 気象庁観 則部南極観測事務室(運 輸技官) 徳 島 県
電 離 層 大塚 敦 37.4.24 電波研究所電波部(郵 政技官) 長 野 県
地球物理 市川 信夫 24.3.11 京都大学院災研究所(文 部技官) 福 井 県
宙 空 系 坂 翁介 22,1.16 九州大学理学部(文 部教官助手) 福 岡 県
り 山口 寛司 34,7.13 気象庁地磁気観測所(運 輸技官) 東 京 都
〃 川原 昌利 40.5.22 電波研究所電波部(郵 政技官) 埼 玉 県
雪 氷 ・ .奈良岡 浩 35.5.5 筑波大学化学系(文 部教官助手) 青 森 県
地学系
〃
.藤田 秀 二 39.1.23 国立極地研究所事業部(文 部技官〉 秋 田 県
(北海道大学大学院学生)
気水圏系 和田 誠 22.11.18国立極地研究所研究系(文 部教官助手〉 広 島 県 第20次越冬隊














次 越 冬 隊,外 国 基
地,チ リ 基 地(S
53.12～54.2)オー
ス ト ラ リ ア 基 地
(S55.11～56.2)
〃 大谷 修司 33.7.25 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 島 根 県
機 械 串米沢 泰久 24,6.28 国立極地研究所事業部(文 部技官)
(㈱小松製作所川崎工場)
神奈川県 園躍鍛
り 野村 則人 26.3.3 新潟大学施設部(文 部技官) 新 潟 県
〃 山下 孝昭 26.4.10 国立極地研究所事業部(文 部技官) 神奈川県 第24次越冬隊
(いす"自動車㈱川崎工場)
〃 韮沢 則喜 38.12.10国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(㈱大原鉄工所製造部門)
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機 械 槌井 正一 23.1.2 国立極地研究所事業部(文 部技官) 兵 庫 県
(ヤンマ ー デ ィ ーゼ ル㈱)
り
.白 田 孝 34.11.6 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都
(いす"自動車㈱川崎工場)
通 信 横野 孝司 20.5.12 国立極地研究所事業部(文 部技官) 長 崎 県
(NTT長崎無線電報局)
i, 三宅 隆 28.11.3 国立極地研究所事業部(文 部技官) 茨 城 県
(NTT銚子無線電報局)
.■ *神 邦 人 18.6.10 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 青 森 県 第20次越冬隊
調 理 坂本 好吉 13.6.20 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第11次越冬隊
(㈲レ ス トラ ン ・さか も と)
り 和 田 純 一 30,10.1 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 熊 本 県
医 療 井上 龍誠 27.2.26 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
(福岡逓信病院)
〃
事河内 雅章 27.11.15国立極地研究所事業部(文 部技官) 神奈川県
(信州大学医学部付属病院)
.■ 三上 春夫 33.3.28 国立極地研究所事業部 〔文部技官) 青 森 県
(千葉県中央保健所)
設営一般 大塚 英明 28.9.1 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 第23次越冬隊
., 古川 晶雄 36.7.30 国立極地研究所事業部(文 部技官) 愛 知 県
(名古屋大学大学院学生)
〃 .下 田 泰 義 26.4.19 国立極地研究所事業部(文 部技官} 長 崎 県
(長崎県有明町立有明中学校)
〃 瀬古 脇塞 35.10.25名古屋大学 三 重 県 気水圏系観測業務
水圏科学研究所(文 部教官助手)
.. .古山 勝康 23.6.27 国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県
(つる や 食 堂)
.印 は,あすか観測拠点越冬者を示す.
o夏 隣
担 当 氏 名 生 年 月 日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
副 隊 長 佐藤 夏雄 22.7.8 国立極地研究所資料系(文 部教官助教授) 新 潟 県 第15次 越 冬 隊,第
22次越 冬 隊.外 国


















測 地 飯村友三郎 29.3.22 国土地理院測地部(建 設技官) 茨 城 県
雪 氷 ・ 浅見 正雄 20,3.21 岡山大学教養部(文 部教官助教授) 岡 山 県 第21次夏 隣
地学系
.■ 林 正久 24.2.13 島根大学教育学部(文 部教官助教授) 岐 阜 県 第16次越冬隊
〃 安仁屋政武 19.11.15筑波大学地球科学系(文 部教官講師) 東 京 都
〃 林 孝 29.7.18 国土地理院測図部(建 設技官) 千 葉 県
〃 牧本 博 23.8.4 工業技術院地質調査所(通 商産業技官) 茨 城 県
〃 森永 由紀 34.6.5 筑波大学地球科学系(文 部教官助手) 東 京 都
設営一般 飯嶋 裕一 26.5.3 国立極地研究所管理部(文 部事務官) 東 京 都
〃 弓削田 徹 27.7.27 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
(日本電気㈱)
,. 佐藤 哲夫 29.5.12 北海道大学施設部(文 部技官) 北 海 道
〃 藤 浩明 36.4.8 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県 海上重力観測担当
(東京大学大学院学生)
第29次南極地域観測隊同行者名簿
氏 名 生年月日(昭和) 所 属
萩原 俊秀 23.11.30 日本鋼管㈱ 艦船技術部
字都正太郎 35.1.10 運輸省船舶技術研究所
氷海技術部運動性能研究室
田口 章利 26.9.27 読売新聞㈱編集局社会部
島田 喜広 35.12.10 ㈱東京放送報道局取材部
大塩 稔 38.12.1 日本 ビデオ株式会社報道技術部ニュース課
一3
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O南極条約に基づく交換科学者(受入)

















専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊 員経験
プラズマ物理学 小野 高幸 25.8.5 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 福 岡 県 第25次越冬
第19回国際測地学地球物理
連合(IUGG)総会出席報告
平 澤 威 男
IUGGの第19回総会は,1987年8月9日～22日の間
カナダのバンクーバーで,ア メリカ.ヨ ーロッパ,ア ジ
ア,ア フリカなど50ヶ国以上の国々から400名を越す研




































































































































押 しで,8月24日出発 したみずほ旅行隊は1日 も停滞す
ることな く行動 し.みずほ基地内部の点検等 を済 ませ9
月5日 に帰 り着いた.9月 中旬には,基 地南方のラング
ボブデまでの大陸上ルー ト設定を試み,連 日の快晴に助
けられラングボブデ氷河を横断するルー ト設定に成功 し
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ようになり,次第に活気づいている.
30マイル空輪地点に航空燃料 を取りに行 った帰 り,猛
烈な地吹雪のために拠点目前で何 日も停滞 をよぎなくさ




















家 族 会 記 念 写 真
南極観測30周年記念行事の一環として,昨年に引き続
き,講演と映画の会を日向市(宮 崎県 ・日向市の各教育
委員会共催)と 小樽市(北 海道 ・小樽市の各教育委員会













第8期(62,9.29～64.9.28)の国 立 極 地 研 究 所 評 議 員 及 び 運 営 協 議 員 が次 の と お り任 命 さ れた.
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永年勤続者表彰 観測隊月例報告(7～8月)
昭 和62年度 の 永 年 チ力義 者表 彰 式 が,創IZ,iLi念[1の9月
29日所 長 室 に おい て 行 わ れ,次 の3名 に 表 彰状 及 び記 念
品 〔銀f伺 が 贈'11/され た.
長坂 悦 朗{会 計課1
鈴 木 由StSl　 r事業課1














南 極 資 料.VoL3],N([.2.|).93-162.1987年7月
Memoirs　 of　Nati{]na]　Institute　of　P(エ1:trR{・sc・nrt'h
Ser.　E　〔Bio]ogy　alld　Medical　Sck・n〔・の 、　N《).　38;　PelngTic
　 　 　 　 　 shrinips　(Crustacea:　DecaPoda)　 fr【)m　rh(・　SOUthern
　 　 　 　 　 Ou.。n　 betwc・{・「1　150°　E　and　ll5°　E.　by　lwa・,,ki　and
　 　 　 　 　 Nemoto、　 』10p、　 Augustl987.
　 　 　 　 　 Special　IssUe,　No.　48:　Proceedings　of　the　Nagata
　 　 　 　 Symlx・・ium　・ii　Gc…　m・gnetically　C・nl・9・tc,　Studie・
and　the　Worksb{,p　on　Antflrctic　Mid〔||cξLII{1　Upper

















7月13日待 望 の 初 日の出 を迎 え,Hに 日に明 る さ を増
す と と も に穏 や か な 日 も続 き野 外 作 業 も盛 ん に 行 わ れ た.
た びた び 流 出 した海 氷 もよ うや く安 定 し途 を断 れ て い た
ラ ン グホ プ デ,ス カ ル ブ ス ネ ス方面 へ の ル ー トを確 保 し
沿 岸:調査 行 動 も活 発 に 行 わ れ た,ラ ング ホ ブ デ に お い て
は オ ー ロ ラ ・Z体観 測 や 地震 、11.の設置,牛 物 調 査 な どが 行
わ れ た.5月,kか ら海 氷 の悪 化 に よ り中 断 され て い た 航
空 機 に よ る観 測 も7月21[1からtly開,川f〔調 で あ る.内 陸
旅 行 隊 も8月24日 昭和 基地 を 出 発 し順 調 な 旅行 を続 け28
[,1にみ ず ほ 基地 に 到 着 した.基 地で は 夏 に 設 置 した 無 人
観 測 機 器 類 の点 検 及 び 調 整 が 行 わ れ て い る.
昭 和 基 地
観 測 糀 告
」IL地内 外 の定 常 的 な 観測 や 各{ll1究観 測 は 順 調 に 続 け ら
れ 各 々の デ ー ター を取 得 して い る.
設営:野 外 調 査 行 動 に伴 い,S_16か らの 車 輌 の 回 収
に始 ま りlll:輔の 整 備,旅 行 用 装 備や 食 糧 の 準 備 な ど を行
な っ た.又 長 い 間 使 用 して い な か っ た ホ ー バ ー ク ラ フ ト
の 整 備 や 試 運 転 を行 った.
医療:金 貝 の健 康 診 断 を行 っ たが,数 人 に凍 傷 が 見 ら
れ る だ け で,異 状 の所 見 は 見 られ な か った.
調 理:残 り少 な くな った 生鮮 食料 品 の 雄 才寺の た め 傷 ん
だ 部 分 を 取 り除 き保 存 して い る,キ ャベ ツ は石 灰 処 理 の
後 保 存 して い るが 、 く りか え し傷 ん だ 部 分 を取 り除 い た
た めEの 大 き さは3分 の1位 に な って い る.一 方 野 菜 栽
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month]y　Clirnatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations.)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.}(℃)
最 低 気 温(Min.temP.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　〔mb)
平 均 相 対 湿 度 　 (Mean　re]ative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Meancloudcover)　〔1/10)
快 晴 日数(Number　 of　clear　days)














































雪 氷 コ ア 掘 削 　(lce　core　drilling)
|
蟻




氷 河 や 氷 床 を掘 削 して,コ ア(柱 状)サ ンプ ル を得
る こ と を,一 般 に雪 氷 コ ア掘 削 とい う.氷 河,氷 床 で
の コ ア掘 削 と い う こ とで,氷 河 コア 掘 削,氷 床 コ ア掘
削 と特 定 して 呼 ぶ こ と もあ る.掘 削 に は,コ ア 採 取 を
目的 と しな い 穴 をあ け る だ け の 掘 削 もあ る.
コ ア掘 削 の 方 法 は,2つ に大 別 で き る.そ の ひ とつ
は,メ カニ カ ル掘 削　(mechanical　drilling)で,数紋 の
刃 をつ け た 円 筒 を 回 転 させ て掘 り進 み,コ ア を円 筒 の
中 に 取 り込 ん で い く方 式 で あ る.他 は,リ ン グ状 の
ヒー ター に よ って 掘 り進 み,コ ア を採 取 す る サ ー マ ル
掘 削　 (thernlal　dri ling)　で あ る.い ず れ の 方 式 に も一一
長 一短 が あ る.
南極 や グ リー ン ラ ン ドで の 氷 床 掘 削 で は,深 度 に 応
じて,掘 削 が次 の よ うに分 類 され る.
表層 掘 削 〔surface　core　dri]]ing)　:深 さ数10m以 内
浅膚 掘 削(sha]low　core　drilling)　:深 さ数10m以 上
200m以内
中層 掘 削Gntermedlate　depth　core　c3rl[]lng)　:深 さ
200m以上1000m以内
深層 掘 削(deep　core　drilling)　:深さ1000m以上
こ こ に 示 した深 さ は,必 ず し も統一.・され た定 義 に よ る
もの で は な く人 に よ っ て 異 な る 場 合 が あ る.深 層 掘 削
は,氷 の 圧 力 に よ る掘 削 孔 の 収 縮 を 防 ぐ ため,氷 と 同
一 の 密 度 を もっ た 液 体 を注 入 す る液 封掘 削 で な い とで
き な い深 度 の掘 削 と定 義 す る人 もあ る.
南 極 で の 浅 膚 以深 の コ ア掘 削 は,1949～52年,ノル
ウ ェ ー,イ ギ リス,ス エ ー デ ン,三 国 共 同 隊 に よ る
モ ー ドハ イ ム基 地 の あ る 棚 氷 で の99,8m掘削 に 始 ま る.
1960年代 に 入 る と盛 ん に な り,1968年に はア メ リ カが
バ ー ド基 地 で ,基 盤 ま で に 達 す る2164m深層 コ ア 掘 削
に成 功 して い る.こ れ まで に,200m深 以上 の掘 削 は.
南 極 で は20回 穆 実 施 さ れ て い る.日 本 隊 は,
JARE-24,25によ りみ ず ほ 基 地 で700.56m,JARE-26
に よ り前 進 キ ャ ンプ で,203.00mの中層 コ ア掘 削 に成
功 して い る.将 来 の 計 画 と して,ク イー ンモ ー ド ラ ン
ドの 頂 部 で2500m深以 上 の 深層 コア 掘 削 を主 目 的 と し
た ドーム 計 画 が 立 案 され て い る.
8
